
す
。

（
担
当

西
村

晃
）
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は
じ
め
に

世
界
文
化
遺
産
・
厳
島
は
、
古
く
か
ら
厳
島
神
社
を
中
心
と

す
る
信
仰
の
島
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
江
戸

時
代
に
入
り
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
遊
郭
が
広
島
城
下
材

木
町
か
ら
、
厳
島
の
新
町
へ
移
転
す
る
と
、
そ
れ
を
契
機
に
様

相
が
一
変
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広
島
藩
は
、
広
島
城
下
町
で
の
芝
居
や
浄
瑠
璃
興
行
を
禁
止

す
る
一
方
で
、
厳
島
の
繁
栄
を
図
る
た
め
に
、
芝
居
や
浄
瑠
璃
、

富
く
じ
の
興
行
や
遊
郭
を
認
め
ま
し
た
。
こ
の
た
め
春
・
夏
・

秋
に
開
か
れ
る
市
に
は
、
領
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
藩
に
よ
る
繁
栄
策
が
功
を
奏

し
、
厳
島
は
江
戸
時
代
に
観
光
・
歓
楽
の
町
と
し
て
栄
え
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

厳
島
が
「
日
本
三
景
」
の
一
つ
と
し
て
、
松
島
・
天
橋
立
と

並
ぶ
名
勝
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
江

戸
時
代
の
こ
と
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
厳
島
神
社
参
詣
を
名

目
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
旅
行
者
向
け
に

『
厳
島
道
芝
記
』、『
芸
州
厳
島
図
会
』
の
よ
う
な
案
内
記
や
、

観
光
ガ
イ
ド
の
摺
り
物
な
ど
も
多
数
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
厳
島
神
社
に
対
す
る
広
島
藩
領
民
か
ら
の
崇

敬
も
篤
く
、
例
え
ば
、
江
戸
時
代
の
大
鳥
居
の
再
建
に
は
、
領

民
が
少
し
ず
つ
寄
進
銀
を
出
し
合
っ
て
、
建
材
の
購
入
や
工
事

費
用
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
で
は
、
当
館
で
収
蔵
し
て
い
る
江
戸
時
代
の
厳

島
の
資
料
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
当
時
の
人
々
を

魅
了
し
た
厳
島
の
魅
力
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

ゆ
う
か
く

も
く
ち
ょ
う

ざ
い

ま
つ
し
ま

じ
ょ
う
る
り

し
ば
い

あ
ま
の
は
し
だ
て

げ
い
し
ゅ
う
い
つ
く
し
ま
ず
え

い
つ
く
し
ま
み
ち
し
ば
の
きき

し
ん
ぎ
ん
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厳
嶋

佐
西
郡
海
中
に
在
り
。
地
の
御
前
を
去
る
こ
と
海
上
一
里
許
。
島
の
周
廻
七
里
。

本
社
六
座
、
客
人
の
宮
五
座
あ
り
。
相
比
て
北
に
向
う
、
地
の
御
前
の
宮
と
遥
か
に
相

対
す
。
廻
廊
百
八
十
間
、
本
社
の
左
右
よ
り
、
此
に
出
て
彼
に
通
ず
。
本
社
の
前
に
舞

台
有
り
。
右
部
・
左
部
の
楽
屋
東
西
に
在
り
。
宝
庫
社
後
に
在
り
。
華
表
社
前
に
在
り
。

相
去
る
こ
と
三
町
余
。
額
有
り
、
表
に
厳
嶋
大
明
神
の
五
字
を
書
す
。
相
伝
う
、
釈
空

海
が
筆
な
り
。
背
に
伊
都
岐
嶋
の
四
字
を
書
す
。
小
野
道
風
が
筆
な
り
と
。
客
人
の
宮

の
東
に
、
荒
夷
の
祠
有
り
。
恐
ら
く
は
蛭
児
の
命
を
祭
る
者
か
。
経
蔵
両
宇
有
り
。
一

は
額
に
転
法
輸
の
三
字
有
り
。
伝
え
言
う
、
釈
自
休
が
筆
な
り
と
。
一
は
額
に
龍
宮
海

蔵
の
四
字
有
り
。
経
堂
・
宝
塔
山
腹
に
在
り
。
是
れ
豊
臣
秀
吉
公
の
剏
建
す
る
所
な
り
。

其
の
外
末
社
・
小
祠
枚
挙
す
る
に
遑
あ
ら
ず
。
潮
盈
と
き
は
則
ち
社
壇
の
下
、
廻
廊
の

間
、
悉
く
海
と
為
る
。
華
表
半
ば
海
に
没
す
。
巨
船
其
の
間
に
往
来
す
。
四
時
の
変
態
、

其
の
風
景
筆
頭
の
述
尽
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。
倩
思
に
本
社
は
、
実
に
天
照
太
神
第
一

の
御
子
市
杵
島
姫
命
是
れ
な
り
。
今
の
厳
嶋
山
頭
に
滝
の
権
現
の
祠
有
り
。
恐
ら
く
は

滝
津
姫
命
を
祭
る
者
か
。
第
三
田
心
姫
命
は
筑
前
国
宗
像
明
神
是
れ
な
り
。
按
ず
る
に

今
の
阿
波
国
小
鳴
戸
の
傍
、
堂
の
浦
に
宮
有
り
。
青
宮
と
号
す
。
又
安
芸
の
神
と
称
す
。

相
伝
う
、
厳
嶋
姫
命
の
妹
な
り
と
。
恐
ら
く
は
田
心
姫
命
か
。
青
宮
は
即
ち
滄
海
の
宮

か
。
今
厳
嶋
の
本
社
五
座
未
だ
何
の
神
を
合
祭
す
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
客
人
の
宮

并
に
地
の
御
前
伝
え
言
う
、
厳
嶋
姫
命
の
御
母
な
り
と
。
六
座
は
未
だ
何
の
神
を
合
祭

す
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
凡
そ
宮
嶋
に
詣
す
る
者
は
、
先
づ
客
人
の
宮
を
祭
る
。
此
に
依

と
き
は
則
ち
出
づ
る
所
の
神
に
し
て
、
天
照
大
神
を
祭
る
こ
と
必
せ
り

◆
新
板
大
日
本
神
社
仏
閣
参
詣
所
見
立
角
力

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

竹
内
家
文
書
二
四
一
二
―
二

全
国
の
神
社
・
仏
閣
の
人
気
度
を
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
、
大

坂
発
行
の
情
報
紙
。
安
芸
・
備
後
両
国
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

の
は
前
頭
二
枚
目
に
格
付
け
さ
れ
た
宮
島
（
厳
島
神
社
）
だ

け
で
あ
る
。
当
時
で
も
、
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
た
全
国
屈

指
の
神
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

江
戸
時
代
も
後
半
に
な
る
と
、
相
撲
や
芝
居
（
歌
舞
伎
役

者
）
以
外
、
長
者
・
学
者
・
芸
術
家
・
武
術
家
な
ど
の
優
劣

や
人
気
な
ど
を
東
西
に
分
け
、
大
関
・
関
脇
・
小
結
・
前
頭

に
序
列
化
、
比
較
す
る
、
一
枚
摺
り
の
「
見
立
番
付
」
が
相

次
い
で
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
名
所
地
の
ラ
ン
キ
ン
グ

の
摺
り
物
が
人
気
を
博
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
信
仰
を

名
目
に
多
く
の
人
々
が
観
光
旅
行
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。

◆
「
芸
備
国
郡
志
」

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）野

坂
家
文
書
六
八

広
島
藩
の
藩
医
で
儒
学
者
の
黒
川
道
祐
が
、
藩
命
に
よ
っ

て
編
さ
ん
し
た
広
島
藩
で
最
初
の
領
内
地
誌
。
漢
文
体
で
書

か
れ
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
ま
で
に
完
成
し
た
。
文
政

八
年
（
一
八
二
五
）
に
頼
杏
坪
ら
が
編
さ
ん
し
た｢

芸
藩
通
志｣

（
全
一
五
九
巻
）
は
、
こ
の
「
芸
備
国
郡
志
」
の
大
幅
な
増

補
改
訂
が
目
的
で
あ
っ
た
。「
芸
備
国
郡
志
」は
出
版
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
い
く
つ
か
の
写
本
が
現
在
に
伝
わ
る
だ
け
で

あ
る
。
こ
れ
は
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
の
写
本
を
、
さ
ら

に
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
写
し
た
も
の
。

厳
島
神
社
の
祭
神
、
歴
史
、
神
事
、
宝
物
な
ど
に
つ
い
て

記
述
す
る
ほ
か
、
島
の
地
理
や
七
浦
廻
り
な
ど
に
ま
で
言
及

し
て
い
る
。
厳
島
神
社
の
景
観
に
つ
い
て
は
「
潮
盈
と
き
は

則
ち
社
壇
の
下
、
廻
廊
の
間
、
悉
く
海
と
為
る
。
花
表
（
大

鳥
居
の
こ
と
）
半
ば
海
に
没
す
。
巨
船
其
の
間
に
往
来
す
。

四
時
の
変
態
、
其
の
風
景
筆
頭
の
述
べ
尽
く
す
所
に
非
ざ
る

な
り
。」
と
絶
賛
し
て
い
る
。

◆
『
厳
島
道
芝
記
』

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）

野
坂
家
文
書
二
三
二

全
七
巻
四
冊
。
著
者
は
小
島
常
也
。「
道
芝
」
と
は
、
道
ば

た
に
生
え
て
い
る
芝
草
、
又
は
道
案
内
す
る
者
の
こ
と
で
あ

る
。
本
書
は
巻
一
に
「
い
さ
ゝ
か
地
の
図
を
ゑ
か
き
て
（
描

き
て
）、
ま
う
で
く
る
（
詣
で
来
る
）
諸
人
の
案
内
と
す
る
な

り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
厳
島
の
名
所
案
内
を
目
的
に
元
禄
十

年
（
一
六
九
七
）
ま
で
に
完
成
し
、
元
禄
十
五
年
に
出
版
さ

れ
た
。

巻
一
が
本
社
、
巻
二
が
外
宮
・
摂
社
・
末
社
・
別
宮
、
巻

三
が
弥
山
・
寺
院
、
巻
四
が
御
島
廻
、
巻
五
が
名
所
・
旧
跡
、

巻
六
が
年
中
行
事
、
巻
七
が
雑
録
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

し
ん
ぱ
ん
だ
い
に
っ
ぽ
ん
じ
ん
じ
ゃ
ぶ
っ
か
く
さ
ん
け
い
し
ょ
み
た
て
す
も
う

い
ち
ま
い
ず

新板大日本神社仏閣参詣所見立角力（部分）

み
た
て
ば
ん
づ
け

げ
い
び
こ
く
ぐ
ん
し

く
ろ
か
わ
ど
う
ゆ
う

ら
い
き
ょ
う
へ
い

げ
い
は
ん
つ
う
し

こ
と
ご
と

な
な
う
ら
め
ぐ

し
お
み
つ

す
な
わ

な
か

か
ひ
ょ
う

そ

「芸備国郡志」（「厳島」の部分）

い
つ
く
し
ま
み
ち
し
ば
の
き

こ
じ
ま
つ
ね
や

も
ろ
ひ
と

げ
く
う

せ
っ
し
ゃ

ま
っ
し
ゃ

べ
つ
ぐ
う

み
せ
ん

お
し
ま
め
ぐ
り



◆
『
厳
島
八
景
』

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）

吉
井
家
文
書

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）、「
厳
島
八
景
」
に
関
す
る
和
歌
・

漢
詩
・
連
歌
（
発
句
）・
俳
諧
を
三
巻
三
冊
に
集
大
成
し
、
出

版
し
た
も
の
。
編
者
は
光
明
院
恕
信
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時

代
も
中
期
に
な
る
と
、
厳
島
に
関
す
る
出
版
物
は
多
様
化
す

る
が
、
中
で
も
、
こ
の
「
厳
島
八
景
」
は
、
厳
島
文
化
の
粋

を
集
め
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
厳
島
八
景
」
は
、
厳
島
明
燈
（
い
つ
く
し
ま
め
い
と
う
）、

大
元
桜
花
（
お
お
も
と
さ
く
ら
ば
な
）、
滝
宮
水
蛍
（
た
き
の

み
や
の
ほ
た
る
）、
鏡
池
秋
月
（
か
が
み
い
け
の
あ
き
の
つ
き
）、

谷
原
麋
鹿
（
や
つ
が
は
ら
び
ろ
く
）、
御
笠
浜
鋪
雪
（
み
か
さ

の
は
ま
ほ
せ
つ
）、
有
浦
客
船
（
あ
り
の
う
ら
の
か
く
せ
ん
）、

弥
山
神
鴉
（
み
せ
ん
の
し
ん
あ
）
と
い
う
、
厳
島
で
選
定
さ

れ
た
八
つ
の
勝
れ
た
風
景
の
こ
と
。
中
国
の｢

瀟
湘
八
景｣

に

倣
っ
た
「
八
景
」
は
、
日
本
で
も
「
近
江
八
景
」「
金
沢
八
景
」

な
ど
各
地
で
選
定
さ
れ
た
が
、「
厳
島
八
景
」
は
中
国
の
模
倣

で
は
な
く
、独
自
に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

◆
『
芸
州
厳
島
図
会
』

天
保
十
三
年
（
一
八
三
七
）

野
坂
家
文
書
二
〇
五

全
十
巻
十
冊
。
著
者
は
「
広
島
の
三
歌
人
」
の
一
人
に
数

え
ら
れ
る
岡
田
清
（
？
～
一
八
七
八
）、
挿
絵
は
広
島
藩
の
御

用
絵
師
、
山
野
峻
峯
斎
守
嗣
（
一
七
八
四
～
一
八
五
二
）
が
担

当
し
、
天
保
十
三
年
に
出
版
さ
れ
た
。
俯
瞰
的
な
構
図
で
、

精
密
で
写
実
的
な
多
く
の
挿
絵
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

巻
一
～
三
は
厳
島
神
社
や
島
内
の
寺
院
、
浦
々
な
ど
、
巻

四
は
弥
山
と
島
外
の
神
社
、巻
五
は
祭
礼
や
年
中
行
事
な
ど
、

巻
六
～
十
で
は
厳
島
神
社
の
宝
物
を
紹
介
し
て
い
る
。

(

下)

の
「
六
月
市
立
の
図
」(

巻
二)

で
は
、
市
に
集
ま
る

人
々
や
、
店
先
で
呼
び
込
み
す
る
女
性
な
ど
を
生
き
生
き
と

描
い
て
い
る
。(

左
下)

は
国
宝
「
平
家
納
経

法
華
経

序

品
第
一
」(

巻
七)

の
見
返
し
部
分
を
忠
実
に
模
写
し
た
も
の

（
巻
七
）。
な
お
現
在
の
「
平
家
納
経
」
と
い
う
呼
称
は
、
こ

の
「
厳
島
図
会
」
で
最
初
に
用
い
ら
れ
た
。

な
り
か
し

『厳島道芝記』と巻二の挿絵

『厳島八景』巻一（「厳島明燈」の部分）

）

い
つ
く
し
ま
は
っ
け
い

れ
ん
が

ほ
っ
く

こ
う
み
ょ
う
い
ん
じ
ょ
し
ん

す
い

し
ょ
う
し
ょ
う
は
っ
け
い

な
ら

げ
い
し
ゅ
う
い
つ
く
し
ま
ず
え

お
か
だ
き
よ
し

や
ま
の
し
ゅ
ん
ぽ
う
さ
い
も
り
つ
ぐ

さ
し
え

ふ
か
ん

み
せ
ん

へ
い
け
の
う
き
ょ
う

『芸州厳島図会』巻七（平家納経の部分
- 3 -

六
月
市
立
の
図

六
月
の
十
日
よ
り
七
月
の
十
日
ま
て
を

夏
市
と
い
ふ
、
夏
市
ハ
春
市
・
秋
市
に

対
せ
る
号
な
り
、
春
市
ハ
三
月
十
日
よ

り
四
月
八
日
に
訖
り
、
秋
市
ハ
九
月
十

日
よ
り
卅
日
に
訖
る
、
こ
れ
を
年
中
の

三
市
と
い
ふ
、
然
れ
ど
も
春
秋
の
二
市

ハ
夏
市
の
比
に
あ
ら
ず
、
そ
の
繁
花
雑

閙
譬
ふ
る
に
物
な
き
ハ
夏
市
な
り
け
り

け
り
、
府
城
広
島
ハ
更
に
も
い
は
ず
、

近
国
の
商
賈
肆
を
こ
ゝ
に
移
し
て
諸
色

を
あ
き
な
ふ
、
殊
に
十
七
夜
管
絃
講
の

前
後
を
盛
と
す
、
た
ゞ
売
買
の
事
の
ミ

に
あ
ら
ず
、
或
ハ
哥
舞
伎
、
或
ハ
弄
玉
、

或
ハ
楊
弓
、
或
ハ
樗
□
、
鼻
高
仮
面
の

俳
優
ハ
岩
戸
の
故
事
を
や
習
ふ
ら
ん
、

簦
き
た
る
籠
脱
は
、
茅
の
輪
の
御
禊
や

学
ぶ
ら
ん
、
嗚
呼
祭
礼
に
事
を
よ
せ
て
、

各
の
利
を
営
む
も
み
な
昇
平
の
代
の
験

『芸州厳島図会』巻二（「六月市立の図」の部分）



◆
『
厳
島
絵
馬
鑑
』

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

野
坂
家
文
書
二
〇
二

全
五
巻
五
冊
。
厳
島
神
社
の
社
殿
や
回
廊
、
摂
社
・
末
社

に
掲
げ
ら
れ
た
絵
馬
を
集
成
し
た
も
の
。
展
示
し
た
の
は
嘉

永
元
年
版
で
あ
る
が
、
初
版
本
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

に
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
も
版
を
重
ね
て
い
る
。
著
者
の
千
歳

園
藤
彦
は
、
土
佐
光
信
や
狩
野
元
信
な
ど
に
よ
る
優
れ
た
絵

馬
が
潮
風
や
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
退
色
劣
化
す
る
の
を
惜
し

ん
で
、
こ
の
編
さ
ん
を
思
い
つ
い
た
と
い
う
。
渡
辺
対
岳
な

ど
い
ず
れ
も
広
島
の
画
家
五
名
の
手
に
よ
る
絵
馬
の
模
写
は
、

極
め
て
精
巧
で
あ
る
（
表
紙
に
巻
四
の
「
管
絃
船
之
図
」）。

◆
安
芸
厳
島
御
神
社
図

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

竹
島
浅
吉
氏
収
集
文
書
六
六

版
元
は
厳
島
浜
之
町
の
船
津
屋
源
吉
。
厳
島
神
社
参
詣
記

念
の
土
産
と
し
て
島
内
で
制
作
さ
れ
、販
売
さ
れ
て
い
た「
厳

島
絵
図
」
の
一
つ
。
こ
の
よ
う
に
、
厳
島
神
社
や
そ
の
周
辺
、

弥
山
な
ど
を
俯
瞰
的
に
描
い
た
参
詣
案
内
図
は
、
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
以
降
、
説
明
書
き
を
変
え
、
管
絃
祭
な
ど
の

特
定
の
祭
事
を
描
く
な
ど
、
少
し
ず
つ
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

加
え
な
が
ら
、昭
和
に
至
る
ま
で
次
々
と
出
版
さ
れ
て
い
た
。

◆
『
滑
稽
道
中
宮
島
土
産
』
初
編
拾
遺

嘉
永
五
年
（
一
八
五
四
）

千
葉
家

初
編
上
・
下
・
拾
遺
、
二
編
上
・
下
、
三
編
上

七
冊
か
ら
な
る
滑
稽
本
。
作
者
は
、
広
島
出
身
で

十
方
舎
一
丸
。
初
編
と
二
編
は
「
東
海
道
中
膝
栗

人
公
で
あ
る
弥
次
郎
兵
衛
の
甥
太
九
郎
兵
衛
と
、

腹
異
父
の
弟
鉄
七
が
、
宮
島
参
詣
で
巻
き
起
こ
す

譚
で
あ
る
。

表
紙
右
上
の
挿
絵
は
、
遊
郭
へ
遊
び
に
出
か
け

描
い
て
い
る
。
太
九
郎
兵
衛
は
、
た
ち
ま
ち
色
と

奪
わ
れ
、
寝
て
い
る
鹿
に
蹴
爪
づ
き
、
ま
っ
逆
さ

て
し
ま
う
。
鹿
も
び
っ
く
り
し
て
起
き
上
が
り
、

逃
げ
出
し
た
。
こ
の
挿
絵
に
は
「
猟
師
な
き

島

さ
か
さ
ま
に

人
を
打
こ
か
し
て
そ

飛
ひ
ゆ
く

方
舎
半
丸
」、「
春
な
れ
や

酒
に
転
ふ
も
花
の
興

千
船
の
歌
軽
」
と
い
う
狂
歌
や
川
柳
が
添
え
ら
れ

安
芸
厳
島
御
神
社
図

厳
島
大
明
神

御
鎮
座

推
古
天
皇
瑞
正
五
年

今
嘉
永
二
年
マ
テ

千
二
百
六
十
年
ナ
リ

御
本
社

客
人
舎

本
社
一
百
二
十
五
座

廻
廊
八
尺
間
百
八
間

大
鳥
居

両
五
間
一
尺

高
サ
八
間
三
尺
真
柱
廻

壱
丈
八
尺
五
間

蓋
木

長
サ
十
一
間

額
八
尺
四
寸

御
奈
良
院
御
宸
筆
舌
先
ヨ
リ

百
五
十
間
去
テ
海
中
正
面
ニ
ア
リ

市
立
三
度
、
六
月
十
七
日
夜
ハ
外
宮

地
ノ
御
前
ヨ
リ
還
御
マ
シ

く
同
所
ヨ
リ

当
社
御
池
之
内
迄
船
管
絃
ア
リ
、

正
月
元
日
之
御
規
式
、
極
月
卅
日
明
松
迄

御
祭
り
年
中
八
十
二
度

弥
山
ハ
大
同
年
中
弘
法
大
師
ノ
開
基
ナ
リ

并
ニ
千
畳
敷

太
閤
秀
吉
公
御
建
立

桁
行
八
丈
余

梁
行
四
丈
余

桁
行
六
丈
余

梁
行
三
丈
余

二
十
五
間

十
八
間

『芸州厳島絵馬鑑』

い
つ
く
し
ま
え
ま
か
が
み

せ
っ
し
ゃ

ま
っ
し
ゃ

ち
と
せ

え
ん
ふ
じ
ひ
こ

あ
き
い
つ
く
し
ま
お
じ
ん
じ
ゃ
ず

み
せ
ん

ふ
か
ん

た
ん

こ
っ
け
い
ど
う
ち
ゅ
う
み
や
じ
ま
み
や
げ

じ
っ
ぽ
う
し
ゃ
い
ち
ま
る

と
う
か
い
ど
う
ち
ゅ
う
ひ
ざ

さ
し
え

け
つ
ま

さ
か

き
ょ
う
か

せ
ん
り
ゅ
う
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文
書
一
一
七

・
下
の
全

大
坂
住
の

毛
」
の
主

北
八
と
同

失
敗
滑
稽

た
二
人
を

酒
に
心
を

ま
に
転
げ

一
目
散
に

の
鹿
と
て

門
人
五

下
ノ
関

て
い
る
。

く
り
げ

『滑稽道中宮島土産』初編拾遺（表紙）



り
。
仏
に
ね
か
ひ
て
や
う

く
（
後
略
）

ハ
ゞ
、
何
と
か
の
給
ハ
ん

- 5 -

◆
「
宮
島
石
風
呂
入
治
百
首
」

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

◆
「
石
風
呂
入
治
記
」

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

保
田
（
義
郎
）
家
文
書
八
六
・
四
一

作
者
は
い
ず
れ
も
、
広
島
城
下
京
橋
町
の
有
力
商
人
で
あ

っ
た
縄
屋
（
保
田
）
九
左
衛
門
忠
昌
（
一
七
五
九
～
一
八
二
三
、

後
に
福
抱
と
改
名
、
号
は
松
濤
）。
石
風
呂
は
瀬
戸
内
地
方
に

点
在
す
る
石
積
み
の
蒸
気
風
呂
で
、
厳
島
の
石
風
呂
は
元
禄

ご
ろ
か
ら
湯
治
客
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

厳
島
の
石
風
呂
へ
頻
繁
に
通
っ
た
忠
昌
は
、
滞
在
中
に
詠

ん
だ
和
歌
を
百
首
歌
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
厳
島
へ
の
往

来
の
紀
行
文
を
推
敲
し
て
、
つ
い
に
洗
練
さ
れ
た
文
学
ま
で

に
昇
華
さ
せ
た
。
そ
の
冒
頭
は
厳
島
に
お
け
る
「
花
見
の
記
」

で
あ
る
。

◆
歌
舞
伎
芝
居
の
図
（『
芸
州
厳
島
図
会
』
巻
二
）

◆
宮
島
市
立
に
つ
き
尾
道
の
触
書

橋
本
家
文
書
二
五
〇
四

宮
島
で
市
が
開
か
れ
る
春
・
夏
・
秋
に
は
、
領
内
外
か
ら

の
大
勢
の
来
客
を
見
込
ん
で
芝
居
（
歌
舞
伎
）・
浄
瑠
璃
な
ど

が
興
行
さ
れ
た
。
上
方
や
江
戸
な
ど
か
ら
も
芝
居
一
座
が
定

期
的
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
左
の
『
芸
州
厳
島
図
会
』
の

挿
絵
に
よ
れ
ば
、
東
西
の
名
優
が
多
数
来
演
し
、
京
都
や
浪

花
に
も
劣
ら
ぬ
賑
わ
い
を
見
せ
た
と
い
う
。

繁
華
な
市
が
立
て
ら
れ
る
と
、
博
打
打
ち
や
遊
女
、
流
れ

者
や
遊
び
人
な
ど
が
宮
島
に
集
ま
り
、
広
島
や
尾
道
な
ど
領

内
の
周
辺
都
市
に
も
流
れ
込
む
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め

領
内
の
各
町
で
は
、
宮
島
市
が
開
か
れ
る
前
後
に
は
必
ず
そ

れ
を
取
り
締
ま
る
触
書
を
出
し
て
い
る
。
次
頁
上
の
資
料
は

夏
市
前
の
尾
道
に
お
け
る
触
書
で
あ
る
。

歳
中
立
春

あ
し
田
鶴
の
千
と
せ
の
声
に
た
つ
春
を
と
し
の
こ
な
た
に
き
く
も
の
と
け
し

山
霞

雪
に
み
し
た
か
ね
も
は
る
の
き
の
ふ
け
ふ
か
す
み
そ
め
て
や
と
を
さ
か
る
ら
ん

△
春
雪

○
朝
ゐ
し
て
日
影
ま
つ
ま
の
ま
と
の
ほ
か
に
ま
た
は
る
さ
む
き
う
く
ひ
す
の
声

○
朝
鶯

△
し
た
め
く
む
さ
く
ら
か
枝
に
う
ち
ゝ
り
て
物
お
も
は
す
る
は
る
の
あ
わ
ゆ
き

沢
若
菜

い
さ
や
け
ふ
我
も
つ
ま
な
ん
水
ぬ
る
む
野
沢
に
も
ゆ
る
千
世
の
わ
か
な
は

余
寒

い
つ
く
に
か
は
る
を
か
へ
し
て
山
風
の
又
そ
て
さ
ゆ
る
雪
そ
そ
ふ
ら
ん

梅
薫
風

軒
ち
か
く
う
つ
し
け
る
梅
か
ゝ
を
さ
そ
ふ
甲
斐
あ
る
よ
は
の
春
か
せ

行
路
柳

乗
こ
ま
も
つ
な
き
や
と
め
ん
浅
み
と
り
柳
の
い
と
の
み
ち
の
辺
の
は
る

春
雨

な
か
き
日
を
く
ら
し
か
ね
た
る
春
雨
や
軒
の
雫
は
ひ
ま
ね
け
れ
と

花
見
の
記

福
抱

去
歳
の
生
月
の
こ
ろ
よ
り
。
つ
ま
な
る
も
の
。
仮
初

の
風
の
心
地
と
て
う
ち
ふ
し
け
る
か
。
月
日
か
さ
な

り
。
い
た
く
わ
つ
ら
ひ
も
て
行
キ
。
夏
よ
り
の
ち
ハ
。

い
と
ゝ
か
き
り
の
道
に
や
お
も
む
く
ら
ん
と
。
身
ち

か
き
う
ち
う
ち
つ
と
ひ
。
心
つ
く
し
の
秋
の
す
ゑ
。

霞
に
も
心
を
か
け
け
る
。
此
も
の
ゝ
哀
か
り
け
る
娘

子
に
。
佐
野
。
子
と
い
へ
る
ハ
い
ま
た
二
八
は
か
り

成
け
る
か
。
朝
な
ゆ
ふ
な
。
あ
る
は
。
な
か
き
夜
も

を
き
あ
か
し
。
ね
も
こ
ろ
に
あ
つ
か
ひ
け
る
こ
そ
。

け
な
け
な
り
け
る
。
か
く
て
く
す
し
の
人
々
つ
と
ひ

も
の
し
て
。
治
療
を
つ
く
し
。
ま
た
は
。
神
に
い
の

文
政
元

戊

寅

歌
舞
伎
芝
居
の
図

毎
歳
の
三
度
の
市
に
ハ
哥
舞
伎
の
名
人
あ

ま
た
来
り
、
大
宮
の
東
の
舞
台
に
於
て
勧
進

興
行
す
、
京
都
の
顔
ミ
せ
、
浪
花
の
二
三
の

替
に
も
に
も
を
さ

く
お
と
ら
ぬ
、
賑
ひ

て
西
海
第
一
の
劇
場
な
る
こ
と
世
に
よ
く

し
る
所
な
り
、
そ
も

く
こ
の
哥
舞
伎
と

い
ふ
ハ
、
慶
長
の
こ
ろ
ほ
ひ
に
、
出
雲
の
久

爾
と
い
ふ
女
よ
り
お
こ
れ
り
、
は
し
め
ハ
僧

衣
を
着
、
鉦
を
う
ち
、
仏
号
を
唱
へ
、
念
仏

を
ど
り
と
い
ひ
し
を
、
後
男
の
装
束
し
、
刀

を
横
へ
、
髪
を
断
り
、
歌
舞
せ
し
か
バ
、
歌

舞
伎
と
名
つ
け
け
り
と
ぞ
、
当
時
の
歌
舞
の

さ
ま
を
古
画
に
よ
り
て
見
る
に
、
な
ほ
質
朴

の
す
が
た
あ
り
、
然
る
を
す
ら
惺
窩
先
生

ハ
、
胡
元
の
天
魔
舞
に
比
し
て
風
俗
の
頽
廃

を
な
げ
き
玉
へ
り
き
、
あ
ハ
れ
今
世
の
巧
ミ

に
巧
ミ
を
加
へ
、
態
に
態
を
そ
へ
、
群
集
の

男
女
の
心
を
蕩
か
す
を
、
も
し
先
生
見
給

「石風呂入治記」

み
や
じ
ま
い
し
ふ
ろ
に
ゅ
う
ち
ひ
ゃ
く
し
ゅ

い
し
ふ

ろ

に
ゅ
う
ち
き

や
す
だ

く

ざ

え

も
ん
た
だ
ま
さ

し
ょ
う
と
う

よ

す
い
こ
う

し
ょ
う
か

「宮島石風呂入治百首」

か

ぶ

き

し
ば
い

ず

げ
い
し
ゅ
う
い
つ
く
し
ま
ず
え

み
や
じ
ま
い
ち
だ
て

お
の
み
ち

ふ
れ
が
き

ば
く
ち

さ
し
え
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◆
厳
島
参
詣
許
可
書

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

橋
本
家
文
書
三
一
九
二

尾
道
町
の
年
寄
同
格
大
紺
屋
保
右
衛
門
は
年
来
の
宿
願
が

か
な
い
、
厳
島
神
社
へ
参
詣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
町
の
公

職
に
あ
る
者
は
奉
行
所
へ
届
け
出
て
許
可
を
受
け
る
必
要
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
許
可
書
。
九
月
は
秋
市
が

る
の
で
、芝
居
見
物
等
が
目
的
で
あ
っ
た
の
か
も

◆
芸
州
宮
島
大
芝
居
触
込
番
付

文
政
十
一
年
（
一
八
一
五
）

竹
内
家
文
書
二
四
一
二
―
一
〇

◆
芸
州
宮
島
大
芝
居
触
込
番
付

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

千
葉
家
文
書
四
五
一

◆
芸
州
宮
島
大
芝
居
役
割
番
付

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

竹
内
家
文
書
二
四
一
二
―
八
・
九

下
右
側
の
二
枚
は
い
ず
れ
も
触
込
番
付
。
上
方
の
中
村
梅

吉
一
座
は
、
文
政
か
ら
天
保
年
間
に
か
け
て
宮
島
へ
度
々
来

演
し
て
い
る
。
江
戸
の
中
山
小
一
蝶
一
座
は
、
前
年
の
嘉
永

二
年
に
続
く
来
演
で
あ
っ
た
。
こ
の
公
演
が
あ
っ
た
夏
市
の

あ
と
、
嘉
永
三
年
八
月
七
日
の
台
風
の
大
風
に
よ
り
、
大
鳥

居
は
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。

下
左
側
の
二
枚
は
芝
居
演
目
と
そ
の
配
役
を
知
ら
せ
る
役

割
番
付
。
上
の
「
蕣
日
記
」
は
「
生
写
蕣
日
記(

し
ょ
う
う
つ

し
あ
さ
が
お
に
っ
き)

」、
下
の
「
白
い
し
噺
」
は
「
碁
太
平

記
白
石
噺(

ご
た
い
へ
い
き
し
ら
い
し
ば
な
し)

」
の
こ
と
。

。
◆
宮
島
の
富
く
じ
札
と
合
鑑

橋
本
家
文
書
二
七
九
二
・
永
井
弥
六
氏
収
集
文
書

宮
島
市
で
は
、
尾
道
・
三
次
・
御
手
洗
な
ど
と
同
様
に
富

く
じ
興
行
が
行
わ
れ
て
い
た
。
広
島
藩
で
は
表
向
き
に
は
富

く
じ
興
行
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
物
品
の
入
札
を
名

目
と
し
て
い
た
。
尾
道
は
畳
表
、
三
次
は
麻
苧
、
御
手
洗
は

一
年有罷聞亥

吉
兵
衛

覚

一
此
節
宮
島
市
立
候
に
付
、

有
残
成
者
、
慰
者
類
来
り

候
共
、
宿
貸
候
儀
ハ
不
及
申
、

一
座
之
参
会
茂
仕
間
敷
、
見
当
り

次
第
追
払
可
申
候
、
市
揚
之
節
も

可
為
同
様
事

一
兼
而
被

仰
出
候
抜
荷
并
人
相
改
メ

念
入
、
有
残
成
者
有
之
候
ハ
ヽ
不
絶

心
懸
ケ
吟
味
可
仕
事

一
火
之
用
心
末
々
迄
念
入
、
く
わ
へ

き
せ
る
仕
せ
間
敷
、
見
当
り

候
ハ
ヽ
急
度
可
申
付
事

右
之
趣
寺
社
町
中
江

不
洩
様
可
相
触
候
、
已
上

未
六
月

町
御
奉
行
所

町
年
寄
へ

い
つ
く
し
ま
さ
ん
け
い
き
ょ
か
し
ょ

だ
い
こ
ん
や

や
す

え

も
ん

げ
い
し
ゅ
う
み
や
じ
ま
お
お
し
ば
い
ふ
れ
こ
み
ば
ん
づ
け

げ
い
し
ゅ
う
み
や
じ
ま
お
お
し
ば
い
ふ
れ
こ
み
ば
ん
づ
け

げ
い
し
ゅ
う
み
や
じ
ま
お
お
し
ば
い
や
く
わ
り
ば
ん
づ
け

み
や
じ
ま

と
み

ふ
だ

ご
う
か
ん

み
た
ら
い

あ
さ
お

あ
さ
が
お

覚
寄
同
格
保
右
衛
門
儀
宿
願

之
、
宮
島
へ
参
詣
仕
、
来
廿

帰
り
度
段
、
仍
之
願
出
之
通

届
候
条
、
此
旨
可
申
渡
候
、

九
月

町
御
奉
行
所

町
年

開
催
さ
れ

し
れ
な
い
。

五
日
迄
ニ

以
上

㊞寄
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雑
木
、
宮
島
で
は
薪
の
大
束
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
右
二
点

の
「
大
束
千
束
」
と
あ
る
の
が
当
た
り
く
じ
で
あ
る
。「
代
相

済
」
と
い
う
印
判
が
捺
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
物
品
の
薪
で

は
な
く
現
金
銀
で
支
払
わ
れ
た
。
入
札
者
は
一
口
一
〇
匁
で

合
鑑
紙
と
木
駒
を
買
い
、
桶
に
入
れ
ら
れ
た
木
駒
を
錐
で
突

い
て
当
た
り
を
決
め
た
。
売
り
上
げ
の
五
％
が
藩
の
収
入
に

組
み
込
ま
れ
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
（
詳
し
く
は
平
成
二
十
年
一

月
開
催
の
収
蔵
文
書
紹
介
展
示
「
広
島
藩
の
富
く
じ
」
図
録
を

参
照
の
こ
と
）。

◆
「
厳
島
大
明
神
大
鳥
居
再
興
造
立
交
名
帖
序
」

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

竹
内
家
文
書
六
二
二
六

安
政
五
年
、
厳
島
大
鳥
居
を
再
建
す
る
た
め
、
神
社
の
造

営
修
理
担
当
の
大
願
寺
住
職
亮
学
が
、
領
内
の
人
々
に
寄
附

を
募
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
（
竪
冊

表
題
は
「
厳
島
大
鳥
居
御
再
建
ニ
付
郡
中
村
々
人
別
寄
進
銀
並

取
計
等
覚
書
」）。

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
再
建
さ
れ
た
大
鳥
居
は
、
五

十
年
後
の
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
台
風
で
柱
が
傾
き
、

屋
根
が
吹
き
落
ち
る
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
亮
学

は
そ
の
再
建
援
助
を
広
島
藩
へ
願
い
出
た
が
、
財
政
難
の
藩

は
「
当
国
の
貴
賎
男
女
に
補
助
を
乞
う
よ
う
に
」
と
指
示
し

た
た
め
、
領
内
か
ら
寄
付
を
募
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
時
、
賀
茂
郡
だ
け
で
も
銀
五
貫
六
一
七
匁
余
（
現
在
の

約
二
八
〇
万
円
）
が
集
ま
っ
た
。

大
鳥
居
の
建
材
と
す
る
大
楠
は
よ
う
や
く
日
向
国
（
宮
崎

県
）
で
一
本
が
見
つ
か
り
、
購
入
し
て
元
治
元
年
（
一
八
六

四
）
年
に
厳
島
ま
で
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◆
厳
島
大
鳥
居
御
再
建
に
つ
き
寄
進
銀
請
取
書

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

竹
内
家
文
書
六
二
二
九
―
一

賀
茂
郡
下
西
条
組
に
属
す
る
村
々
（
原
、
吉
川
、
熊
野
跡
、

大
沢
、
吉
郷
、
田
口
、
小
比
曽
大
河
内
、
下
見
、
飯
田
、
原

飯
田
、
宗
吉
）
で
は
、
大
願
寺
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
銀

六
五
六
匁
の
寄
進
に
応
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の

寄
進
銀
の
請
取
書
で
あ
る
。

◆
厳
島
大
鳥
居
御
再
建
に
つ
き
寄
附
金
約
め
人
別
帖

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

竹
内
家
文
書
六
二
二
八
―
二

◆
厳
島
大
華
表
図

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

芸
北
町
収
集
文
書
九
五
二

上
は
、
明
治
七
年
、
広
島
県
第
八
大
区

（
賀
茂
郡
）
吉
川
村
（
現
東
広
島
市
八
本
松

町
）
で
、
大
鳥
居
再
建
の
た
め
に
寄
附
し

た
人
別
帳
。
吉
川
村
で
は
村
民
二
六
七
名

が
わ
ず
か
ず
つ
の
お
金
を
出
し
合
い
、
八

円
二
二
銭
余
を
集
め
て
い
る
。

大
鳥
居
の
も
う
一
本
の
柱
に
用
い
る
大

楠
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、讃
岐
国（
香

川
県
）
で
見
つ
か
っ
た
楠
は
幹
の
長
さ
も

厳
島
大
明
神
大
鳥
居
再
興
造
立
交
名
帖
序

蓋
当
社
是
扶
桑
の
所
仰
、
感
応
鏡
徹
し
て

威
光
日
ニ
新
な
り
、
加
之
神
殿
の
大
構
周
備
成
事

天
下
ニ
ま
た
稀
也
、
然
に
今
鳥
居
大
損
に
及
、
可
謂
荘

厳
の
所
闕
な
り
、
伏
而
今
于
爰
僧
亮
学
越

海
の
志
を
抱
き
再
興
せ
ん
と
欲
す
、
然
と
い
へ
共
有
志
無
力
、

（
後
略
）

覚

一
銀
六
百
五
拾
六
匁

下
西
条
組

右
者
大
鳥
居
御
再
建
ニ
付
御
寄

進
銀
慥
ニ
請
取
申
候
、
以
上

厳
島
大
願
寺
手
代

未
十
二
月

松
本
直
三
郎
㊞

割
庄
屋吾

一
郎
様

お

す
む

だ
い
あ
い

き
り

い
つ
く
し
ま
だ
い
み
ょ
う
じ
ん
お
お
と
り
い
さ
い
こ
う
ぞ
う
り
つ
こ
う
み
ょ
う
ち
ょ
う
じ
ょ

り
ょ
う
が
く

ひ
ゅ
う
が
の
く
に

は
ら

よ
し
か
わ

く
ま
の
あ
と

た
ぐ
ち

お
お
さ
わ

よ
し
ご
う

い
い
だ

む
ね
よ
し

い
い
だ

は
ら

し
た
み

こ

び

そ

お
お
か
わ
ち

い
つ
く
し
ま
お
お
と
り
い
ご
さ
い
け
ん

き
し
ん
ぎ
ん
う
け
と
り
し
ょ

い
つ
く
し
ま
お
お
と
り
い
ご
さ
い
け
ん

き

ふ

き
ん
つ
づ

に
ん
べ
つ
ち
ょ
う

い
つ
く
し
ま
だ
い
か
ひ
ょ
う
ず

よ
し
か
わ

さ
ぬ
き
の
く
に



周
囲
も
足
り
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
島
内
の
楠
で
根
継
ぎ
を

し
て
使
う
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
政
府
教
部
省
に
再
建
を
伺

い
出
た
と
こ
ろ
、
資
金
に
つ
い
て
は
「
地
方
の
こ
こ
ろ
に
ま

か
す
」
と
い
う
回
答
で
、
政
府
か
ら
の
経
費
支
出
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
広
島
県
権
令
伊
達
宗
興
の
協
力
を
得
て
ま
た

寄
付
金
を
募
る
こ
と
に
な
り
、
県
内
各
地
に
奉
加
帳
が
廻
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
鳥
居
は
再
建
ま
で
に
二
十
四
年
の
歳
月
を
要
し
、
明
治

八
年
七
月
に
上
棟
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
八
代
目

大
鳥
居
で
あ
る
。

【
参
考
展
示
】

◇
日
本
三
景
之
一

厳
島
実
地
真
景
之
図

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）

交
通
博
物
館
収
集
資
料

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
山
陽
鉄
道
宮
島
駅
（
現
Ｊ

Ｒ
宮
島
口
駅
）
が
開
設
さ
れ
、
宮
島
連
絡
船
が
運
航
を
始
め

る
と
、
観
光
ブ

ー
ム
が
到
来
し

た
。
そ
の
観
光

客
目
当
て
に
、

色
彩
豊
か
な
島

内
の
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
が

次
々
と
出
版
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

◇
厳
島
祭
礼
式
之
図
（
右
上
）

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
竹
島
浅
吉
氏
収
集
文
書
七
六

◇
厳
島
名
所

厳
島
管
弦
祭
之
図
（
右
下
）

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
竹
島
浅
吉
氏
収
集
文
書
七
九

◇
厳
島
名
所

厳
島
神
社
及
大
願
寺
図
（
左
上
）

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
竹
島
浅
吉
氏
収
集
文
書
七
七

◇
厳
島
名
所

大
元
公
園
及
白
雲
洞
（
左
下
）

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
竹
島
浅
吉
氏
収
集
文
書
七
八

右
の
二
枚
は
い
ず
れ
も
管
弦
祭
を
描
い
た
も
の
だ
が
、
大

鳥
居
は
丹
塗
り
で
は
な
い
。
丹
塗
り
に
な
っ
た
の
は
明
治
四

十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
完
成
し
た
修
繕
工
事
以
降
の
こ
と
。

左
下
の｢

白
雲
洞｣

は
大
元
谷
に
開
設
さ
れ
た
客
座
敷
の
こ
と
。

ご
ん
れ
い

だ
て
む
ね
お
き

き
ょ
う
ぶ
し
ょ
う

ほ
う
が
ち
ょ
う

に
ほ
ん
さ
ん
け
い
の
ひ
と
つ

い
つ
く
し
ま
じ
っ
ち
し
ん
け
い
の
ず

い
つ
く
し
ま
さ
い
れ
い
し
き
の
ず

い
つ
く
し
ま
め
い
し
ょ

い
つ
く
し
ま
か
ん
げ
ん
さ
い
の
ず

い
つ
く
し
ま
め
い
し
ょ

い
つ
く
し
ま
じ
ん
じ
ゃ
お
よ
び
だ
い
が
ん
じ
ず

い
つ
く
し
ま
め
い
し
ょ

お
お
も
と
こ
う
え
ん
お
よ
び
は
く
う
ん
ど
う

に

ぬ
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～12月27 日（木）

場所 広島県立文書館展示室

〒730‐0052 広島市中区千田町三丁目７‐47
-

広島県情報プラザ2階
参考文献

薄田太郎・薄田純一郎『宮島歌舞伎年代記』（国書刊行会，

1975）

『宮島町史』資料編・地誌紀行Ⅰ（宮島町，1992）

『宮島町史』特論編・建築（宮島町，1997）

『宮島の歴史と民俗』№7（宮島町立宮島歴史民俗資料館，

1988）

『厳島信仰事典』（戎光祥出版，2002）

原田佳子『厳島平成絵馬鑑』（厳島平成絵馬鑑刊行会，2003）

菅原範夫・西本寮子「翻刻｢享和元辛酉十月宮島石風呂入治百

首｣｢石風呂入治記｣」（『県立広島大学人間文化学部紀要』第

3号，2008）

中山富広「近世厳島研究序説―その経済的基盤と観光産業―」

（『厳島研究』第4号，広島大学世界遺産・厳島－内海の歴
8 -

史と文化プロジェクト研究センター，2008）


